
ＮＯ. 意見等の概要 町の考え方

1
　健康習慣の改善が健康寿命の延伸に繋がるとされていることか
ら、健康指導をして欲しい。特にたばこ喫煙のリスク及び禁煙のメ
リット、禁煙方法などについて町の広報などでの周知を希望する。

たばこ対策については、芝山町健康増進計画（しばやま元気プラ
ン）における重点施策の一つとして、たばこの害に関する正しい知
識の普及や禁煙希望者への支援に取り組んでいるところです。
今後も、喫煙による健康被害などについて、広報等を通じて普及
啓発を行うほか、健診の機会などを利用して情報提供を行ってま
いります。

2

　仁王尊やはにわ博物館などの観光施設への一層の集客を図るた
め、SNSにて発信してはどうか。
　成田空港を利用するトランジット客を含めた観光客等が仁王尊を
中心としたエリアへ訪れやすくするよう、公共交通や飲食店の誘致
はいかがか。
　また、はにわ博物館についてより魅力的な展示となるよう、案内の
多言語化や音声案内の導入はいかがか。

　観光誘客に繋げる情報発信としては、町観光協会に協力いただ
きながら、ＳＮＳを活用した観光施設等のＰＲにも取り組んでおりま
すので、引き続き連携を密にしながら実施していきます。
トランジット客を呼び込んでいくため、魅力的なツアー造成等にも
取り組んでいく予定です。
　芝山公園周辺の歴史・文化・自然の魅力発信や観光交流、地域活
性化を目的とした「ヒストリーパークしばやま活用推進協議会」が令
和6年度に発足しました。協議会ではインスタグラム及びXで情報
発信をはじめたので、さらに内容を充実させていきます。
　博物館の展示については、前回のリニューアルから20年近くが
経った。その間に殿塚古墳・姫塚古墳出土埴輪の寄託展示、同埴輪
の国重文指定、外国人観光客の増加など博物館をとりまく環境は
大きく変化しているため、魅力的な展示となるよう他館の状況な
ども参考にし前向きに検討していきます。

3

　自転車での移動を安全に行えるようにする為、歩道を利用可能と
するような工夫や車道上の色分けなどを希望する。
　また、高齢者の移動手段として電動アシスト付自転車が有効と思
われるので、補助制度の創出を希望する。

歩道の利活用について
令和４年８月３１日付けで千葉県警察本部交通規制課課長発事務
連絡「良好な自転車交通秩序の実現に 向けた自転車通行環境整備
の推進について」を受け、歩道部への自転車乗り入れ可の規制が
不可となった事から歩道の利活用が出来なくなっております。
なお、車道部については、安全で快適な自転車利用環境創出ガイド
ライン（平成28年7月）に基づき整備形態を今後検討してまいりま
す。

電動アシスト付自転車への補助制度について
現時点で補助制度導入に向けての取組はありませんが、ご意見と
して承ります。

 ８件

3 意見の内容と町の考え方
 いただいたご意見について、趣旨を損なわない範囲で要約・分割し、取り纏めいたしました。

第５次芝山町総合計画中期基本計画及び
第３次芝山町まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）
に対するパブリックコメント主な意見と町の考え方

1 意見募集期間
 令和６年１２月２７日（金）～令和７年1月２６日（日）

2 意見等件数



4

 　具体的にどんな家は芝山に調和していないのか、とある方が奇抜
な家を建てて周辺住民から苦情が相次いだという問題があったが、
町役場として建築物にそこまで関われるのか。どういう基準で景観
を図るのか知りたい。

町内で住宅等の建築物を建築する際には、特定行政庁に対して建
築確認申請等の手続が必要となり、ご意見の件については、その
際に問題が生じたものと思われます。
町では川津場地区の住宅系拠点において、都市的景観を形成する
ために「地区計画」を設定し、建築物の用途・敷地面積や壁面の位
置、色彩等の意匠などを制限するとともに、建築等を行う際には、
届出を義務付けしております。
今後、新規に整備していく新市街地に加え、既存市街地においても
景観的な側面より同様の計画等の設定に向けた検討を行いたいと
考えております。

5
　芝山町では良質な米が生産されているが、認知度が低いと思われ
ることから、ブランド化を図るため、専門部署の創設を希望する。

ブランド化に特化した部署の創設は、町の組織体制に影響を与え
ることとなります。
部署の創設については、慎重に対応してまいります。
ブランド化に向けては、関係機関との調整も必要になることから、
連携を密にとり対応してまいります。

6
　芝山町には多くの生涯学習クラブ等があるが、様々な所管課が運
営等を行っていることから、効果的に参加ができないと感じてい
る。保健センターなどの関係課の連携を希望する。

　現在、保健センターや地域包括支援センター、福祉センター（社会
福祉協議会）などで各種教室が実施されていますが、目的や対象
者は同一ではありません。
健康づくりや介護予防などそれぞれの目的に沿った実施内容で、
別々の事業として運営をしております。

7
　芝山町では土曜日、日曜日等に子どもが遊べる場所がないことか
ら、子育て支援センターや学童クラブについて、土曜日、日曜日等の
開放を希望する。

　学童クラブについては、土曜日も開所をしております。日曜日等
の開放につきましては、施設、備品等の管理もあることから、検討
を要します。
　土曜日・日曜日を含めた子どもの居場所作りは、将来的に必要と
考えます。

8
　大規模地震の発生の恐れがあることから、自治会と連携した避難
訓練の実施を希望する。

　昨今、全国各地で発生している災害を鑑み、防災訓練の必要性を
認識しております。ご意見にもございますとおり、自治会や自主防
災組織と連携した防災訓練の実施を検討しております。
　また、ご意見にございました参加賞などの防災啓発品について
は、防災訓練の実施方法と併せて検討していきます。


